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「
精
神
年
齢
の
算
出
法
」
と
い

う
文
章
に
出
会
っ
た
。
筆
者
に
よ

れ
ば
、
『
現
在
の
実
年
齢
に
八
分

の
五
を
乗
ず
る
と
、
漱
石
や
鴎
外

の
時
代
の
「
精
神
年
齢
」
が
得
ら

れ
る
』
と
い
う
。
日
本
人
の
平
均

寿
命
が
八
十
歳
を
超
え
た
今
と
、

「
人
生
五
十
年
」
と
言
わ
れ
た
時

代
を
比
較
し
た
と
き
の
私
見
に
よ

る
算
出
法
だ
そ
う
だ
。

さ
っ
そ
く
、
自
分
の
年
齢
に
算

出
法
を
当
て
は
め
て
み
る
。
（
三

十
代
前
半
！

ま
だ
若
い
？
）
喜
ん

で
は
い
ら
れ
な
い
。「
精
神
年
齢
」

の
話
で
あ
る
。
し
か
し
、
妙
に
納

得
す
る
部
分
も
あ
る
。

こ
の
算
出
法
に
よ
れ
ば
、
人
生

五
十
年
時
代
に
五
十
歳
の
人
の
精

神
年
齢
に
追
い
つ
く
に
は
、
八
十

歳
ま
で
生
き
る
こ
と
が
前
提
に
な

る
。
が
、
果
た
し
て
、
時
間
さ
え

重
ね
れ
ば
追
い
つ
け
る
も
の
な
の

だ
ろ
う
か
。
追
い
つ
く
ど
こ
ろ
か
、

精
神
年
齢
が
上
が
ら
ず
に
停
滞
し

た
り
退
行
し
た
り
す
る
こ
と
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
。

無
節
操
さ
を
指
摘
さ
れ
る
大
人

の
振
る
舞
い
、
幼
稚
化
し
た
と
言

わ
れ
る
大
学
生
、
規
範
意
識
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
児
童
生
徒
・・・
。

今
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
俎
上
に

載
せ
ら
れ
る
諸
々
の
問
題
も
「
精

神
年
齢
＝
八
分
の
五
」
論
か
ら
考

え
れ
ば
、
い
さ
さ
か
合
点
が
い
く

気
も
す
る
。

平
均
寿
命
の
伸
び
は
、
し
ば
し

ば
物
質
的
な
「
豊
か
さ
」
と
対
比

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
「
豊
か
さ

を
背
景
に
平
均
寿
命
が
伸
び
て
い

る
」
と
い
う
よ
う
に
。
し
か
し
、

八
分
の
五
論
に
立
て
ば
、
「

豊

か

さ
が
増
し
、
平
均
寿
命
が
伸
び
れ

ば
、
精
神
年
齢
の
向
上
は
ス
ロ
ー

ペ
ー
ス
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

一
日
の
時
間
、
一
年
の
日
数
は
、

昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
現
代
人
が
同
じ
時
間

を
過
ご
し
て
も
人
生
五
十
年
時
代

の
人
に
比
べ
、
精
神
年
齢
の
歩
み

が
遅
い
と
す
れ
ば
、
一
考
を
要
す

る
問
題
で
あ
る
。

「
豊
か
さ
」
の
対
義
語
が
「
乏

し
さ
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

「
豊
か
さ
」
に
逆
行
す
る
こ
と
、

つ
ま
り
、
欠
乏
感
を
増
す
こ
と
が

精
神
年
齢
を
高
め
る
一
つ
の
ヒ
ン

ト
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
い

え
ば
、
相
当
古
い
話
に
な
る
が
、

「
清
貧
の
思
想
」
と
い
う
言
葉
が

も
て
は
や
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

「
豊
か
さ
」
に
逆
行
し
て
生
活

す
る
こ
と
は
到
底
で
き
そ
う
に
な

い
が
、
自
分
を
取
り
巻
く
現
状
に

何
の
疑
念
も
抱
か
な
い
生
活
は
、

あ
る
程
度
改
善
で
き
る
か
も
知
れ

な
い
。
と
り
あ
え
ず
は
、
日
常
に

対
す
る
自
ら
の
心
の
持
ち
方
を
変

え
、
せ
め
て
自
分
の
精
神
年
齢
が

退
行
し
な
い
よ
う
、
自
ら
を
欠
乏

感
の
中
へ
追
い
込
む
訓
練
に
心
が

け
て
み
た
い
。

生
徒
の
戻
り
た
い
と
い
う
思
い
を

叶
え
る
た
め
に
、
学
校
関
係
者
が

で
き
る
こ
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う

か
。
放
射
線
か
ら
の
被
害
を
な
く

す
た
め
に
除
染
す
る
こ
と
は
勿
論

で
す
が
、
放
射
線
等
に
関
す
る
教

育
を
す
る
こ
と
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
放
射
性
物
質
の
物
理

的
半
減
期
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
か

ら
長
い
期
間
関
わ
ら
ざ
る
を
得
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

放
射
線
等
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識

と
、
そ
れ
を
も
と
に
考
え
、
判
断

す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
、
そ
し

て
判
断
に
基
づ
き
自
ら
実
行
で
き

る
態
度
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
大

切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

放
射
線
等
で
苦
し
ん
で
い
る
本
県

だ
か
ら
で
き
る
教
育
を
進
め
る
こ

と
で
、
放
射
線
等
を
正
し
く
怖
が

る
こ
と
が
で
き
る
児
童
生
徒
を
育

て
る
こ
と
が
、
復
興
へ
の
希
望
の

光
と
な
る
こ
と
を
信
じ
て
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ジ
ャ
ズ

ピ
ア
ニ
ス
ト
で
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
リ

ー
ダ
ー
の
穐
吉
敏
子
さ
ん
が
、
次

の
よ
う
な
話
を
し
て
い
た
の
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

広
島
を
テ
ー
マ
に
曲
を
か
い
て

欲
し
い
と
依
頼
が
あ
り
、
取
材
の

た
め
に
広
島
へ
行
き
、
原
爆
ド
ー

ム
や
当
時
の
写
真
を
見
た
と
き
に

余
り
に
も
悲
惨
な
光
景
に
、
こ
れ

で
は
曲
は
か
け
な
い
と
思
っ
た
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
太
陽
の
光
を

受
け
て
咲
く
一
輪
の
花
の
写
真
を

見
つ
け
た
と
き
、
こ
れ
な
ら
か
け

る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
「
ヒ

ロ
シ
マ
そ
し
て
終
焉
か
ら
」
と
い

う
組
曲
を
か
き
あ
げ
、
そ
の
最
終

楽
章
と
し
て
「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
」
と
い

う
曲
が
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で

し
た
。「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ(

希
望)

」
は

谷
川
俊
太
郎
作
詞
で
歌
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
耳
に
さ
れ
た
方
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
、
大
津
波
、
原

子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
住

み
慣
れ
た
故
郷
か
ら
の
避
難
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
県
内
各
地
で
学
ん

で
い
る
子
ど
も
た
ち
が
現
在
も
大

勢
い
ま
す
。
あ
る
学
校
を
訪
問
し

た
と
き
に
、
教
室
に
数
人
、
他
の

生
徒
と
異
な
る
ジ
ャ
ー
ジ
を
着
て

授
業
を
受
け
て
い
る
生
徒
を
目
に

し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
尋
ね
る

と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
制
服
や
ジ
ャ
ー
ジ

を
準
備
し
渡
し
ま
し
た
が
、
本
人

の
意
志
で
前
の
学
校
の
ジ
ャ
ー
ジ

を
着
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
避
難
し
て
き
た
生
徒
の
姿
か

ら
、
今
は
こ
こ
で
転
入
先
の
生
徒

と
仲
良
く
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

る
け
れ
ど
、
故
郷
に
戻
り
、
ま
た

み
ん
な
と
一
緒
に
学
び
た
い
と
い

う
強
い
気
持
ち
を
垣
間
見
た
よ
う

で
、
胸
が
詰
ま
る
思
い
で
し
た
。

放
射
線
等
の
影
響
で
故
郷
を
離

れ
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
児
童

随 想

希
望
の
光

県
中
教
育
事
務
所
長

大
和
田

博
行

「
精
神
年
齢
＝
八
分
の
五
」

県
中
教
育
事
務
所

学
校
教
育
課
長

塩

田

正

信
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3.11東日本大震災 避難所 人 事 異 動

東京電力福島第一原発事故 避 難
兼務辞令

児童生徒の転出入 ８月１日人事異動

校舎等の被災

ふくしまっ子体験活動応援事業

表土除去・除染

シンチレーション
サーベイメーターの貸出

放射線量測定現地調査
(４月～５月 計２８校)

地域で共に学び、共に生きる教育の推進

要 請 訪 問 学力向上に向けた学習環境整備等に関する研修会（１２．１４）

学校教育指導の重点

２３年度学校教育指導の重点 反省と改善

２４年度へ

被災地域の学校や避難児童生
徒を受け入れている学校の要請
を踏まえＡ，Ｂ，Ｃの３タイプ
のスクールカウンセラーを派遣
し、児童生徒の心の回復を支援

平成２３年３月１１日午後２時
４６分に発生した東北地方太平洋
沖地震とそれに続く大津波は、本
県において、２０００人を超える
死者・行方不明者等、沿岸部を中
心に、県内全域にわたり深刻かつ
広範囲な被害をもたらした。

震度６クラスの地震により、校舎
損壊の著しい学校もあり、敷地内に
建てられた仮設校舎や廃校となった
校舎への移転、学校や他施設の間借
り等により教育活動を行わざるを得
ない状況があり、それが今なお続い
ている。

４２校園を訪問

震災で大きな被害を受けたり、放射線

問題等で児童生徒の転出入が増えたりす

るなど、学校は厳しい状況にあった。

校舎施設の状況、児童生徒の学習生活

の状況、教職員の勤務状況、学校の要望

等を把握し、今後の支援に役立てていく

ため、所長、業務次長、学校教育課長、

管理主事、指導主事が訪問した。

学力向上に向けた学習環境の整備や放射線等に
関する基礎知識について理解を深め、各学校にお
ける指導の充実を図るための研修を開催した。
放射線教育については、三春町の取組みによる

実践発表、学力向上については２２年度から実施
している定着確認シートの活用についての説明を
行った。

各教育委員会、学校等からの要請を受けて、
ＩＡ型５０校園、ＩＢ型４１校、Ⅱ型２３校、
Ⅲ型１３校、Ⅳ型１校を訪問し、各校園の教
育課題の解決に向け、特色ある学校経営や教
育活動が展開できるよう専門的な立場から指
導・助言を行った。

「確かな学力」の向上
「豊かな心」の育成
「健やかな体」の育成
「特別支援教育」の充実
「教職員の資質・能力」の向上
「新学習指導要領の趣旨の実現を目指した
教育課程の編成・実施・評価」の充実

２３年度の重点について、その成

果と課題、改善策を挙げ、２４年度

の計画作成の指針とした。

県中教育事務所ホームページアドレス http://www.kenchu-eo.fks.ed.jp/

県立学校や小中学校・公民館・
体育館等の施設が避難所となり教
職員を含め各施設の職員がその対
応に追われた。

地震、原発事故による避難のた
め県外に転出したり、県中管内の
学校に転入したりする児童生徒が
相次ぎ、これまでにない規模での
転出入があった。

避難している児童生徒のサポート等を行う

ため、兼務辞令が発令された。

東日本大震災への学校現場における迅速な対

応や、被災した児童生徒の現状把握と心のケア

等を最優先するため、４月１日付け定期人事異

動を、８月１日付けとした。

「福島県内の学校の校舎・校庭等
の利用判断における暫定的考え方に
ついて（通知）」４．１９付けを受
け、当初一定以上の空間線量率が測
定された学校等において、継続的な
モニタリングを実施した。

小・中学校４校、県立学校２４

校を調査

県立学校（特別支援学校を含む）
郡山自然の家、朝鮮学校、県民
環境部等に貸出

モニタリングを通して放射線量の
状況が明らかになるとともに校庭・
園庭の表土除去等が進んだこと等に
より、学校が開校されている地域で
は、校庭・園庭において毎時3.8μ
Ｓｖ以上の空間線量率が測定される
学校はなくなっているとして、文部
科学省は「福島県内の学校の校舎・
校庭等の線量低減について(通知)」
８．２６付けにより、年間積算線量
１ｍＳｖに向けて低減していく取組
みを進める必要があるとした。

スクールカウンセラーの有効な
活用と不登校児童生徒への組織的
な対応、発達障がい・児童虐待等
今日的な課題への対応及び震災で
被災した子どもの心のケア等、教
育相談の充実に向けた研修会を開
催

震災による生活環境の変化等
多様な問題に直面している児童
生徒に対し、教育分野、社会福
祉等の知識や技術を有するスク
ールソーシャルワーカーを派遣
し、当該児童生徒が安心して学
校生活を送ることができるよう
支援

被災地域の学校及び避難児童生
徒を受け入れている学校等を対象
に、浜松医科大学等の専門チーム
により、ＰＴＳＤ等にならないよ
う予防的な教育プログラムを実践

東日本大震災により、屋外で十分に活動できる環
境が少なくなっている子どもたちに対して、心身と
もに伸び伸びと自然体験や交流活動ができる機会を
提供する。

県内の小・中学校等
において、心身ともに
リラックスできる環境
の中で、教育課程に位
置付けられた学習等を
実施する場合、必要な
経費を補助

県内での自然体験活

動や交流体験活動を実

施する幼児、小中学生

を中心とした団体等に

補助

特別な支援を必要とする子どものライフステージに応じた支援の充実に向けて、各種研修会、相談支援ファイル作成
等、各市町村の支援体制整備を支援した。
また、各学校等を訪問し、子どもにわかりやすい授業づくり、個別の教育支援計画等の活用、校内委員会の機能化を

含めた校内支援体制整備等に関する助言を行った。

環境放射線測定（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ）

表土除去・除染

シンチレーション
サーベイメーターの貸出

放射線量測定現地調査
（４月～５月 計２８校）

児童・生徒の心のケア

教育相談担当者協議会（9.12 ）

ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ緊急派遣事業
（田村市・三春町）

心のｹｱに関する教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
（９．２７）（１１．２８）

緊急ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ等派遣事業

ふくしまっ子体験活動
応援補助事業

移動教室体験活動
応援補助事業

原発事故は、原子力災害を引き
起こし現在も進行中であり、未だ
に立ち入りが制限されている地域
もある。放射性物質による環境の
汚染は、県民に健康に対する不安、
食に対する不安をもたらした。

これまで約１０万人に及ぶ県民

が県内はもとより全国各地に避難

し、多くの町村が役場機能を県内

外の地域に移転することを余儀な

くされた。

社
会
教
育
担
当
か
ら

◆
「
地
域
家
庭
教
育
推
進
県
中

ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催

今
年
度
の
新
規
重
点
事
業
で
あ

る
「
子
ど
も
を
は
ぐ
く
む
地
域
実

践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
家
庭
に

お
け
る
子
ど
も
を
は
ぐ
く
む
環
境

づ
く
り
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上

に
向
け
、
地
区
の
現
状
と
課
題
を

検
討
し
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
習

慣
の
向
上
と
学
習
習
慣
の
定
着
を

図
る
た
め
の
有
効
な
手
立
て
等
に

つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

郡
山
女
子
大
学
の
滝
田
良
子
准

教
授
を
運
営
責
任
者
と
し
て
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
・
育
成
会
・
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
代
表
者
等
、
十
名
の
推

進
委
員
で
組
織
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
を
経
て
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

十
一
月
開
催
予
定
の
セ
ミ
ナ
ー

に
お
い
て
は
、
実
践
例
の
発
表
や

群
馬
大
学
の
音
山
若
穂
准
教
授
を

招
聘
し
、
一
度
に
多
く
の
参
加
者

が
短
時
間
に
対
話
を
重
ね
、
解
決

方
法
を
見
出
し
て
い
く
「
ワ
ー
ル

ド
カ
フ
ェ
」
を
取
り
入
れ
る
予
定

で
す
。
普
段
経
験
の
で
き
な
い
内

容
で
あ
り
、
参
加
さ
れ
る
方
も
十

分
に
満
足
で
き
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

詳
細
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
各
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
御
支
援
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
「
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も

読
書
活
動
推
進
研
修
講
座
」

今
年
度
よ
り
三
か
年
の
計
画
で

始
ま
っ
た
本
事
業
は
、
県
内
各
地

で
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
資
質
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
学
校
図
書
館
の

支
援
も
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

県
中
地
区
で
は
一
月
十
一
日
か

ら
三
日
間
、
郡
山
市
労
働
福
祉
会

館
で
実
施
し
ま
し
た
。

初
日
と
二
日
目
の
講
座
で
は
、

出
版
文
化
産
業
振
興
財
団(

Ｊ
Ｐ

Ｉ
Ｃ)

読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
児

玉
ひ
ろ
美
さ
ん
を
講
師
と
し
て
お

迎
え
し
、「
子
ど
も
と
読
書
」
と

題
し
た
講
演
や
、
読
み
聞
か
せ
の

技
術
、
子
ど
も
と
本
を
結
ぶ
た
め

の
演
習
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

県
立
・
公
立
図
書
館
職
員
に
よ
る

講
義
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
実

践
発
表
の
他
、
三
日
目
に
は
グ
ル

ー
プ
別
研
修
を
行
い
、
受
講
生
同

士
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

講
座
を
終
え
て
受
講
証
書
を
受

け
取
ら
れ
た
受
講
生
の
皆
様
に
つ

き
ま
し
て
は
、
県
教
育
委
員
会
を

通
じ
て
、
各
学
校
に
名
簿
が
配
付

さ
れ
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
や
学
校
図
書
館
の

環
境
整
備
、
図
書
の
修
理
等
、
読

書
活
動
推
進
の
た
め
に
活
躍
の
場

を
設
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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この度、福島県教育委員会より学
校教育功労者表彰の栄に浴し、身に
余る光栄と恐縮しております。
昭和５２年４月、初任地である檜

枝岐中学校に着任して以来３５年間、
多くの皆様に支えられ、小・中学校、
教育行政機関の場で将来を担う子ど
もたちの育成を図る任を務めさせて
いただきました。この間、未熟な私
を教え導いていただきました多くの
先輩、苦楽をともにしてきた同僚の
先生方、温かい励ましをいただいた
保護者・地域の皆様に支えられ、今
の自分があることに心より感謝して
おります。皆様に支えられ、子ども
たちの輝く笑顔と出会い、多くの感
動を得ることができましたことに感
謝の思いでいっぱいです。
今後は、この栄誉に恥じぬよう、

福島の子どもたちが安全に安心して
学ぶことができる教育環境のために
微力ながら尽くして参りたいと考え
ております。

この度、福島県教育委員会より学
校教育功労者表彰の栄に浴し、身に
余る光栄であり、感謝の気持ちと身
の引き締まる思いでいっぱいです。
昭和４９年４月初任者として原町

一中に赴任以来３８年、１０箇所の
中学校・教育行政機関に勤務する中、
沢山の生徒や上司・先輩・同僚の先
生方、保護者や地域の方々などとの
出会いがあり、数多くのご指導をい
ただき、また、支え励まされながら、
何とか勤めきることができます。そ
の時々、悪戦苦闘しながらも自分な
りに精一杯やってきたつもりでした
が、今振り返ってみれば、教えるこ
とよりも、逆に生徒たちから学ぶこ
と、感動を与えてもらったことの方
が多くあったように思います。
私の教員として残された期間はあ

と僅かとなりましが、今回の栄誉に
恥じぬよう、子供たちの健やかな成
長と夢の実現を願って最後まで精一
杯努めて参りたいと考えております。

退職を直前にして、学校教育功労
賞の表彰を受けました。多くの皆様
方のご指導・ご鞭撻の賜と、心より
厚く御礼申し上げます。
浜通り生まれの私は、県立聾学校

で採用され、郡山東高校で退職しま
す。勤続３８年の最初と最後を郡山
市内の学校にお世話になりましたの
は、何かの縁と思っています。
私は、在職中の１７年間、文化財

保護行政、特に埋蔵文化財の保護の
仕事に携わりました。大学で考古学
を専攻したこともあり、大規模な開
発事業に対する県レベルの発掘調査
体制づくりや調査方法の確立、さら
には重要な遺跡を国や県の指定史跡
として保存・活用する仕事に関われ
たことに満足しています。また、こ
の経験を通して学校を外から見る目
が養われ、私の教員としての生き方
に反映されたと考えています。
本県教育のさらなる発展と、文化

財保護の充実をお祈りいたします。

免許更新講習受講期間を確認し、計画的に更新を行いましょう。
【教員免許更新制による受講対象者（教諭・養護教諭）】
受講対象者の生年月日 最初の終了確認期限 更新講習受講期間

S31.4.2～ S32.4.1 H22.2. 1
S41.4.2～ S42.4.1 H24.3.31 ～
S51.4.2～ S52.4.1 H24.1.31
S32.4.2～ S33.4.1 H23.2. 1
S42.4.2～ S43.4.1 H25.3.31 ～
S52.4.2～ S53.4.1 H25.1.31
S33.4.2～ S34.4.1 H24.2. 1
S43.4.2～ S44.4.1 H26.3.31 ～
S53.4.2～ S54.4.1 H26.1.31

（S:昭和 H:平成）

福島県教育委員会学校教育功労者表彰

各
種
表
彰(

敬
称
略)

※
一
月
末
日
現
在

◆
文
部
科
学
大
臣
表
彰

教
育
者
表
彰

郡
山
市
立
郡
山
第
四
中
学
校

校
長

武
藤

公
夫

社
会
教
育
功
労
者
表
彰横

田
フ
サ
子

優
秀
教
員
表
彰

石
川
町
立
石
川
中
学
校

養
護
教
諭

三
森

弘
子

県
立
安
積
黎
明
高
等
学
校

教
諭

佐
藤

伸
也

県
立
須
賀
川
養
護
学
校

教
諭

渡
辺

史
宏

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
表
彰

須
賀
川
市
立
第
一
小
学
校

父
母
と
教
師
の
会

県
立
あ
ぶ
く
ま
養
護
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ

子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
校

郡
山
市
立
桃
見
台
小
学
校

田
村
市
立
常
葉
小
学
校

子
ど
も
の
読
書
活
動

優
秀
実
践
図
書
館

須
賀
川
市
図
書
館

◆(

財)

日
本
視
聴
覚
教
育
協
会
表
彰

視
聴
覚
教
育
各
地
功
労
者
表
彰

吉
川

貞
司

◆
福
島
県
教
育
委
員
会
表
彰

地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰

前
三
春
町
教
育
委
員
会

教
育
長

橋
本

弘

学
校
教
育
功
労
者
表
彰

郡
山
市
立
金
透
小
学
校

校
長

菅
野

健
一

郡
山
市
立
郡
山
第
四
中
学
校

校
長

武
藤

公
夫

県
立
郡
山
東
高
等
学
校

校
長

玉
川

一
郎

社
会
教
育
関
係
功
績
顕
著
な
施
設

郡
山
市
立
小
原
田
地
域
公
民
館

須
賀
川
市
長
沼
公
民
館

教
育
･
文
化
関
係
表
彰

特
別
功
績
者
「
優
秀
教
職
員
」

郡
山
市
立
行
健
第
二
小
学
校

養
護
教
諭

湯
田

厚
子

郡
山
市
立
郡
山
第
二
中
学
校

教
諭

佐
藤
美
奈
子

県
立
郡
山
北
工
業
高
等
学
校

教
諭

深
沢

剛

県
立
郡
山
萌
世
高
等
学
校

教
諭

佐
藤

博

県
立
須
賀
川
養
護
学
校

教
諭

星

ひ
ろ
子

教
育
文
化
関
係
表
彰
・
児
童
生
徒
団
体

県
立
安
積
黎
明
高
等
学
校

合
唱
団

＊
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞

文
部
科
学
大
臣
賞

郡
山
市
立
郡
山
第
二
中
学
校

合
唱
部

＊
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞

郡
山
市
立
郡
山
第
二
中
学
校

管
弦
楽
部

＊
全
国
学
校
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞

◆
学
校
安
全
優
良
校
表
彰

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
奨
励
賞

三
春
町
立
御
木
沢
小
学
校

安
全
確
保
連
絡
会

◆
学
校
歯
科
保
健
優
良
校
表
彰

最
優
秀
賞

須
賀
川
市
立
白
方
小
学
校

須
賀
川
市
立
長
沼
中
学
校

優
秀
賞

天
栄
村
立
大
里
小
学
校

玉
川
村
立
須
釜
中
学
校

◆
福
島
議
定
書

表
彰

最
優
秀
賞

郡
山
市
立
三
穂
田
中
学
校

管
理
担
当
よ
り

☆
扶
養
手
当
の
ご
注
意
☆

例
年
、
事
務
助
言
を
行
っ
た

際
に
、
年
度
末
・
年
度
始
め
の

手
続
き
の
漏
れ
に
よ
る
追
給
返

納
が
散
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
次

に
該
当
す
る
扶
養
親
族
が
い
る

場
合
は
、
四
月
例
月
処
理
で
マ

ス
タ
ー
７
の
提
出
が
必
要
で
す

の
で
忘
れ
ず
に
事
務
処
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

①
特
定
期
間
の
子

扶
養
親
族
で
あ
る
子
が
十
五

歳
に
達
す
る
日
後
の
最
初
の
四

月
一
日
ま
た
は
二
十
二
歳
に
達

す
る
日
後
の
最
初
の
三
月
三
十

一
日
を
迎
え
る
場
合
。

②
子
の
就
職

扶
養
親
族
で
あ
る
子
が
就
職

し
、
扶
養
手
当
の
要
件
を
欠
く

こ
と
に
な
る
場
合
。

総
務
担
当
よ
り


